
- 1 -

水産基盤整備事業（漁場）設計積算基準(令和３年１０月） 新旧対照表（令和４年３月１日以降積算基準日適用）

掲 載 頁 旧 新 摘要

単価表 単価表 単価表
単－9 船員供用係数（α)

及び就業時間別船

員供用係数（β)の

改正

別表－４ 就業時間別の船員供用係数
船舶供用係数(α)と就業時間別船員供用係数(β)（１ワッチ制）

係 就業時間別の船員供用係数 (β)

数
船 舶 就 業 ８ 時 間 就 業 ９ 時 間 就 業 10 時 間 就 業 11 時 間

備
ラ [超勤時間 ０時間] [超勤時間 １時間] [超勤時間 ２時間] [超勤時間 ３時間]
供用係数

[深夜時間 ０時間] [深夜時間 ０時間] [深夜時間 ０時間] [深夜時間 ０時間]
ン

(α)
船 団 長・高級船員 普通船員 船 団 長・高級船員 普通船員 船 団 長・高級船員 普通船員 船 団 長・高級船員 普通船員

ク 考

１ １.６５ １.２０ １.２０ １.３１ １.３１ １.４２ １.４２ １.５３ １.５３

２ １.８０ １.３０ １.３０ １.４１ １.４１ １.５２ １.５２ １.６３ １.６３

３ ２.０５ １.４５ １.４５ １.５６ １.５６ １.６７ １.６７ １.７８ １.７８

４ ２.２５ １.６０ １.６０ １.７１ １.７１ １.８２ １.８２ １.９３ １.９３

５ ２.４５ １.７０ １.７０ １.８１ １.８１ １.９２ １.９２ ２.０３ ２.０３

６ ２.６５ １.８０ １.８０ １.９１ １.９１ ２.０２ ２.０２ ２.１３ ２.１３

７ ２.９０ １.９５ １.９５ ２.０６ ２.０６ ２.１７ ２.１７ ２.２８ ２.２８

８ ３.２０ ２.１５ ２.１５ ２.２６ ２.２６ ２.３７ ２.３７ ２.４８ ２.４８

９ ３.７０ ２.４０ ２.４０ ２.５１ ２.５１ ２.６２ ２.６２ ２.７３ ２.７３

船舶供用係数(α)と就業時間別船員供用係数(β)（２ワッチ制）

係 就業時間別の船員供用係数 (β)

数
船 舶 就 業 16 時 間 就 業 18 時 間 就 業 20 時 間 就 業 22 時 間

備
ラ [超勤時間 ０時間] [超勤時間 ２時間] [超勤時間 ４時間] [超勤時間 ６時間]
供用係数

[深夜時間 １時間] [深夜時間 ３時間] [深夜時間 ４時間] [深夜時間 ６時間]
ン 考

船 団 長・高級船員 普通船員 船 団 長・高級船員 普通船員 船 団 長・高級船員 普通船員 船 団 長・高級船員 普通船員
ク

１ １.６５ １.２１ １.２１ １.３４ １.３４ １.４６ １.４６ １.５９ １.６０

２ １.８０ １.３１ １.３１ １.４４ １.４４ １.５６ １.５６ １.６９ １.７０

３ ２.０５ １.４６ １.４６ １.５９ １.５９ １.７１ １.７１ １.８４ １.８５

４ ２.２５ １.６１ １.６１ １.７４ １.７４ １.８６ １.８６ １.９９ ２.００

５ ２.４５ １.７１ １.７１ １.８４ １.８４ １.９６ １.９６ ２.０９ ２.１０

６ ２.６５ １.８１ １.８１ １.９４ １.９４ ２.０６ ２.０６ ２.１９ ２.２０

７ ２.９０ １.９６ １.９６ ２.０９ ２.０９ ２.２１ ２.２１ ２.３４ ２.３５

８ ３.２０ ２.１６ ２.１６ ２.２９ ２.２９ ２.４１ ２.４１ ２.５４ ２.５５

９ ３.７０ ２.４１ ２.４１ ２.５４ ２.５４ ２.６６ ２.６６ ２.７９ ２.８０

注）1 別表－４における就業時間別船員供用係数（β）は、就業時間8H［超勤時間0H 深夜時間0H］の場合を除き、

令和2年3月から適用の割増対象賃金比をもとに算出された就業時間別船員供用係数（β）である。したがって、

割増対象賃金比に変更があった場合は、下記「就業時間別船員供用係数（β）の算定式」をもとに別途算出す

るものとする。

2 就業時間と超勤時間および深夜時間の関係が別表－４によらない場合についても同様に、下記「就業時間別

船員供用係数（β）の算定式」をもとに別途算出するものとする。

3 上記船員以外にも潜水士等も対象とする。

就業時間別船員供用係数（β）の算定式

１
β ＝ β０ ＋ × 割増対象賃金比×( 1.25 × 超勤時間数 ＋ 0.25 × 深夜時間数)÷ワッチ数

８
（小数３位四捨五入）

ここに、
β ：時間外手当及び深夜手当を考慮した船員供用係数
β０ ：就業８時間の場合の船員供用係数

割増対象賃金比：労務単価に占める割増賃金の対象となる賃金の比率をいう。
ただし、２ワッチにおける超過勤務時間数および深夜労働時間数は、２ワッチの
合計の時間数とする。

別表－４ 就業時間別の船員供用係数
船舶供用係数(α)と就業時間別船員供用係数(β)（１ワッチ制）

係 就業時間別の船員供用係数 (β)

数
船 舶 就 業 ８ 時 間 就 業 ９ 時 間 就 業 10 時 間 就 業 11 時 間

備
ラ [超勤時間 ０時間] [超勤時間 １時間] [超勤時間 ２時間] [超勤時間 ３時間]
供用係数

[深夜時間 ０時間] [深夜時間 ０時間] [深夜時間 ０時間] [深夜時間 ０時間]
ン

(α)
船 団 長・高級船員 普通船員 船 団 長・高級船員 普通船員 船 団 長・高級船員 普通船員 船 団 長・高級船員 普通船員

ク 考

１ １.６５ １.２０ １.２０ １.３１ １.３１ １.４２ １.４３ １.５３ １.５４

２ １.８０ １.３０ １.３０ １.４１ １.４１ １.５２ １.５３ １.６３ １.６４

３ ２.０５ １.４５ １.４５ １.５６ １.５６ １.６７ １.６８ １.７８ １.７９

４ ２.２５ １.６０ １.６０ １.７１ １.７１ １.８２ １.８３ １.９３ １.９４

５ ２.４５ １.７０ １.７０ １.８１ １.８１ １.９２ １.９３ ２.０３ ２.０４

６ ２.６５ １.８０ １.８０ １.９１ １.９１ ２.０２ ２.０３ ２.１３ ２.１４

７ ２.９０ １.９５ １.９５ ２.０６ ２.０６ ２.１７ ２.１８ ２.２８ ２.２９

８ ３.２０ ２.１５ ２.１５ ２.２６ ２.２６ ２.３７ ２.３８ ２.４８ ２.４９

９ ３.７０ ２.４０ ２.４０ ２.５１ ２.５１ ２.６２ ２.６３ ２.７３ ２.７４

船舶供用係数(α)と就業時間別船員供用係数(β)（２ワッチ制）

係 就業時間別の船員供用係数 (β)

数
船 舶 就 業 16 時 間 就 業 18 時 間 就 業 20 時 間 就 業 22 時 間

備
ラ [超勤時間 ０時間] [超勤時間 ２時間] [超勤時間 ４時間] [超勤時間 ６時間]
供用係数

[深夜時間 １時間] [深夜時間 ３時間] [深夜時間 ４時間] [深夜時間 ６時間]
ン 考

船 団 長・高級船員 普通船員 船 団 長・高級船員 普通船員 船 団 長・高級船員 普通船員 船 団 長・高級船員 普通船員
ク

１ １.６５ １.２１ １.２１ １.３４ １.３５ １.４７ １.４７ １.６０ １.６１

２ １.８０ １.３１ １.３１ １.４４ １.４５ １.５７ １.５７ １.７０ １.７１

３ ２.０５ １.４６ １.４６ １.５９ １.６０ １.７２ １.７２ １.８５ １.８６

４ ２.２５ １.６１ １.６１ １.７４ １.７５ １.８７ １.８７ ２.００ ２.０１

５ ２.４５ １.７１ １.７１ １.８４ １.８５ １.９７ １.９７ ２.１０ ２.１１

６ ２.６５ １.８１ １.８１ １.９４ １.９５ ２.０７ ２.０７ ２.２０ ２.２１

７ ２.９０ １.９６ １.９６ ２.０９ ２.１０ ２.２２ ２.２２ ２.３５ ２.３６

８ ３.２０ ２.１６ ２.１６ ２.２９ ２.３０ ２.４２ ２.４２ ２.５５ ２.５６

９ ３.７０ ２.４１ ２.４１ ２.５４ ２.５５ ２.６７ ２.６７ ２.８０ ２.８１

注）1 別表－４における就業時間別船員供用係数（β）は、就業時間8H［超勤時間0H 深夜時間0H］の場合を除き、

令和4年3月から適用の割増対象賃金比をもとに算出された就業時間別船員供用係数（β）である。したがって、

割増対象賃金比に変更があった場合は、下記「就業時間別船員供用係数（β）の算定式」をもとに別途算出す

るものとする。

2 就業時間と超勤時間および深夜時間の関係が別表－４によらない場合についても同様に、下記「就業時間別

船員供用係数（β）の算定式」をもとに別途算出するものとする。

3 上記船員以外にも潜水士等も対象とする。

就業時間別船員供用係数（β）の算定式

１
β ＝ β０ ＋ × 割増対象賃金比×( 1.25 × 超勤時間数 ＋ 0.25 × 深夜時間数)÷ワッチ数

８
（小数３位四捨五入）

ここに、
β ：時間外手当及び深夜手当を考慮した船員供用係数
β０ ：就業８時間の場合の船員供用係数

割増対象賃金比：労務単価に占める割増賃金の対象となる賃金の比率をいう。
ただし、２ワッチにおける超過勤務時間数および深夜労働時間数は、２ワッチの
合計の時間数とする。


